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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルと、シャッタパネルと、を有し、
　前記表示パネルは、第１の方向に配設された第１乃至第４の画素部を有し、
　前記第２の画素部は、前記第１の画素部と前記第３の画素部との間に隣接して配設され
ており、
　前記第３の画素部は、前記第２の画素部と前記第４の画素部との間に隣接して配設され
ており、
　前記シャッタパネルは、前記第１の方向に配設された第１乃至第３の電極を有し、
　前記第１乃至第３の電極は、それぞれ前記第１乃至第３の画素部と対応し、
　前記第１の画素部が左目用表示および右目用表示のうちの一方の色表示を行い、前記第
３の画素部が左目用表示および右目用表示のうちの他方の色表示を行い、前記第２及び第
４の画素部が黒表示を行う第１の表示状態において、前記第１及び前記第２の電極に遮光
信号が入力され、前記第３の電極に透光信号が入力され、
　前記第２の画素部が左目用表示および右目用表示のうちの一方の色表示を行い、前記第
４の画素部が左目用表示および右目用表示のうちの他方の色表示を行い、前記第１及び第
３の画素部が黒表示を行う第２の表示状態において、前記第１の電極に透光信号が入力さ
れ、前記第２及び第３の電極に遮光信号が入力されることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１において、
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　前記シャッタパネルは、前記第１の方向と直交又は略直交する第２の方向に配設された
第４の電極を有し、
　前記第１及び第２の表示状態において、前記第４の電極に遮光信号が入力されることを
特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２において、
　前記表示パネルは、前記第１乃至第３の画素部の群を複数有し、マトリクス状の画素部
を構成していることを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関する。特に、３次元表示を行うことが可能な表示装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン受像機などの大型表示装置から携帯電話などの小型表示装置に至るまで表
示装置の普及が進んでいる。当該表示装置は、複数の画素がマトリクス状に配設された表
示部を有する。そして、当該画素毎に所望の色表示を行うことで表示部に画像を形成する
。近年では、３次元表示が可能な表示装置が開発されている。
【０００３】
　３次元表示を行う表示方式としては、表示部において左目用表示を行う期間と右目用表
示を行う期間に分離すると共に、前者のみが左目に視認され且つ後者のみが右目に視認さ
れるように利用者が眼鏡を用いる方式（以下、眼鏡方式ともいう）と、表示部において左
目用表示を行う画素と右目用表示を行う画素とに分離すると共に、前者のみが左目に視認
され且つ後者のみが右目に視認されるような構成（視差バリア（パララックスバリア）等
）を設ける方式（以下、裸眼方式ともいう）とがある。
【０００４】
　裸眼方式によって３次元表示を行う場合、眼鏡を別途準備する必要がなく、利便性に優
れている。ただし、裸眼方式によって３次元表示を行う表示装置において２次元表示を行
う場合、裸眼方式特有の構成（視差バリア（パララックスバリア）等）の存在に起因して
解像度が低下することになる。
【０００５】
　特許文献１では、裸眼方式によって３次元表示を行う表示装置において２次元表示を行
う場合における解像度の低下を防ぐことが可能な表示装置が開示されている。具体的には
、特許文献１で開示される表示装置は、印加される電圧によって配向状態が制御される液
晶を用いて視差バリアを形成する。これにより、当該表示装置においては、視差バリアが
配設されるか否かを選択することが可能である。すなわち、当該表示装置においては、視
差バリアが配設された状態において３次元表示を行い、且つ視差バリアが配設されない状
態において２次元表示を行うことが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－２５８０１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　視差バリアを用いて３次元表示を行う場合には、クロストークの問題が顕在化しやすい
。ここで、クロストークとは、左目用表示を行う画素が右目に視認され、又は右目用表示
を行う画素が左目に視認されることを指す。
【０００８】
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　上述の点に鑑み、本発明の一態様は、３次元表示を行う表示装置におけるクロストーク
を抑制することを課題の一とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様の表示装置は、マトリクス状に配設された複数の画素を用いて表示を行
う表示パネルと、液晶に印加される電圧を制御することで視差バリアを形成するシャッタ
パネルとを有する。そして、表示パネルにおいて、複数の画素の一部が所望の色表示を行
い、残部が黒表示を行う。例えば、表示パネルにおいて、奇数列に配設された複数の画素
が所望の色表示を行い、偶数列に配設された複数の画素が黒表示を行う。
【００１０】
　さらに、本発明の一態様の表示装置では、表示状態に応じて所望の色表示が行われる複
数の画素を変更する。例えば、第１の表示状態において、奇数列に配設された複数の画素
が所望の色表示を行い、第２の表示状態において、偶数列に配設された複数の画素が所望
の色表示を行う。また、当該表示状態に応じて、シャッタパネルにおいて形成される視差
バリアの形状を変更する。
【００１１】
　具体的には、本発明の一態様は、マトリクス状に配設された複数の画素を用いて表示を
行う表示パネルと、平行又は略平行に配設された、複数の第１の電極、複数の第２の電極
、及び複数の第３の電極のそれぞれに入力される信号に応じて液晶に印加される電圧を制
御することで視差バリアを形成するシャッタパネルと、を有し、複数の第１の電極には共
通の信号が入力され、複数の第２の電極には共通の信号が入力され、複数の第３の電極に
は共通の信号が入力され、隣接する２つの第１の電極間のそれぞれに複数の第２の電極の
いずれか一が配設され、且つ隣接する２つの第２の電極間のそれぞれに複数の第１の電極
のいずれか一が配設され、隣接する第１の電極と第２の電極間の領域であって、第１の方
向側に第１の電極が配設され且つ第１の方向の逆方向である第２の方向側に第２の電極が
配設されている領域のそれぞれに複数の第３の電極のいずれか一が配設され、複数の画素
の一部が所望の色表示を行い、且つ残部が黒表示を行う第１の表示状態において、複数の
第１の電極に透光信号が入力され、且つ複数の第２の電極及び複数の第３の電極に遮光信
号が入力され、第１の表示状態において所望の色表示を行う複数の画素の一部とは異なる
複数の画素の一部が所望の色表示を行い、且つ残部が黒表示を行う第２の表示状態におい
て、複数の第２の電極に透光信号が入力され、且つ複数の第１の電極及び複数の第３の電
極に遮光信号が入力される表示装置である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の一態様の表示装置においては、３次元表示を行うに際して複数の画素の一部が
所望の色表示を行い、残部が黒表示を行う。よって、複数の画素の全部が所望の色表示を
行う場合と比較して、クロストークの発生を抑制することが可能である。
【００１３】
　また、本発明の一態様の表示装置においては、表示状態に応じて所望の色表示が行われ
る複数の画素を変更する。よって、３次元表示を行う際に所望の色表示を行う複数の画素
が固定されている場合と比較して、画素における表示の変化（表示の劣化）が顕在化する
までの期間を長期化（長寿命化）すること及び複数の画素間における表示のバラツキを低
減することが可能である。具体的には、３次元表示を行う際に所望の色表示を行う複数の
画素が固定されている場合には、複数の画素の一部において所望の色表示が行われる期間
が残部において所望の色表示が行われる期間よりも著しく長くなる可能性がある。そして
、当該複数の画素の一部のみにおける表示が初期の表示から大きく変化する可能性がある
。この場合、表示状態に応じて所望の色表示が行われる複数の画素を変更することで、画
素における表示の変化が顕在化するまでの期間を長期化（長寿命化）すること及び複数の
画素間における表示のバラツキを低減することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
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【００１４】
【図１】（Ａ）表示装置の構成例を示す図、（Ｂ）シャッタパネルの構成例を示す平面図
、（Ｃ）シャッタパネルの構成例を示す断面図。
【図２】表示状態例を示す図。
【図３】表示状態例を示す図。
【図４】表示状態例を示す図。
【図５】表示装置の構成例を示す図。
【図６】表示装置の構成例を示す図。
【図７】（Ａ）表示装置の構成例を示す図、（Ｂ）シャッタパネルの構成例を示す平面図
、（Ｃ）シャッタパネルの構成例を示す断面図。
【図８】表示状態例を示す図。
【図９】表示状態例を示す図。
【図１０】表示状態例を示す図。
【図１１】表示状態例を示す図。
【図１２】（Ａ）、（Ｂ）電子機器の具体例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下では、本発明の一態様について詳細に説明する。ただし、本発明は以下の説明に限
定されず、本発明の趣旨およびその範囲から逸脱することなくその形態を様々に変更し得
る。したがって、本発明は以下に示す記載内容に限定して解釈されるものではない。
【００１６】
（実施の形態１）
　本実施の形態では、本発明の一態様に係る表示装置について図１～図４を参照して説明
する。
【００１７】
＜表示装置の構成例＞
　図１（Ａ）は、本実施の形態の表示装置の構成例を示す図である。図１（Ａ）に示す表
示装置は、表示パネル１０と、シャッタパネル２０とを有する。表示パネル１０は、マト
リクス状に配設された複数の画素１００を有する。そして、当該複数の画素１００を用い
て表示を行う。また、シャッタパネル２０は、平行又は略平行（ストライプ状）に配設さ
れた電極２０１Ａ～２０１Ｃ、２０２Ａ～２０２Ｃ、２０３Ａ～２０３Ｃを有する。なお
、電極２０１Ａ～２０１Ｃ、２０２Ａ～２０２Ｃ、２０３Ａ～２０３Ｃは、透光性を備え
る。
【００１８】
　なお、図１（Ａ）に示す表示装置において、電極２０１Ａ～２０１Ｃ、２０２Ａ～２０
２Ｃ、２０３Ａ～２０３Ｃのそれぞれの幅は、画素１００の幅と同一又は略同一である。
また、電極２０３Ａと電極２０１Ｂの間、及び電極２０３Ｂと電極２０１Ｃの間には、電
極２０１Ａ～２０１Ｃ、２０２Ａ～２０２Ｃ、２０３Ａ～２０３Ｃのそれぞれと同一又は
略同一の幅を有する電極を配設することが可能な領域が存在する。
【００１９】
　また、図１（Ａ）に示す表示パネル１０として、複数の画素１００のそれぞれにおいて
有機エレクトロルミネッセンスを利用して所望の色表示を行う表示パネル（以下、有機Ｅ
Ｌパネルともいう）又は複数の画素１００のそれぞれにおいて液晶の配向状態を制御する
ことによって所望の色表示を行う表示パネルなどを適用することが可能である。特に、本
実施の形態で開示する表示装置は、画素１００における表示の変化が顕在化するまでの期
間を長期化（長寿命化）することが可能である。よって、画素における表示の変化が比較
的容易に顕在化しやすい有機ＥＬパネルを表示パネル１０として用いた際に大きな効果を
奏する。
【００２０】
　図１（Ｂ）、（Ｃ）は、図１（Ａ）に示すシャッタパネル２０におけるＡ１－Ａ２線の
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近傍の平面（図１（Ｂ））及び断面（図１（Ｃ））の一例を示す図である。図１（Ｂ）、
（Ｃ）に示すシャッタパネル２０は、対向配置された基板２０５及び基板２０６と、基板
２０６に対向する基板２０５の一面上に配設された電極２０１Ｂ～２０３Ｂと、基板２０
５に対向する基板２０６の一面上に配設された電極２０４と、電極２０１Ｂ～２０３Ｂ及
び電極２０４の間に配設された液晶２００とを有する。なお、基板２０５、２０６及び電
極２０４は、透光性を備える。
【００２１】
　図１（Ａ）～（Ｃ）に示すシャッタパネル２０においては、電極２０１Ａ～２０１Ｃ、
２０２Ａ～２０２Ｃ、２０３Ａ～２０３Ｃに入力される信号に応じて当該液晶に印加され
る電圧を制御することで視差バリアを形成する。具体的には、電極２０１Ａ～２０１Ｃ、
２０２Ａ～２０２Ｃ、２０３Ａ～２０３Ｃのそれぞれと、電極２０４との間に存在する液
晶の配向を電極２０１Ａ～２０１Ｃ、２０２Ａ～２０２Ｃ、２０３Ａ～２０３Ｃのそれぞ
れに入力される信号に応じて制御する。
【００２２】
　なお、シャッタパネル２０は、液晶に印加される電圧が低いほど透光率が高くなるパネ
ル（以下、ノーマリーホワイト型パネルともいう）であることとする。また、当該信号と
しては、電極２０１Ａ～２０１Ｃ、２０２Ａ～２０２Ｃ、２０３Ａ～２０３Ｃが配設され
た領域と同一又は略同一の領域を遮光状態とするための信号（遮光信号）及び透光状態と
するための信号（透光信号）があることとする。
【００２３】
　さらに、電極２０１Ａ～２０１Ｃには、共通の信号が入力されることとする。また、電
極２０２Ａ～２０２Ｃには、共通の信号が入力されることとする。また、電極２０３Ａ～
２０３Ｃには、共通の信号が入力されることとする。
【００２４】
＜表示状態例＞
　図２～図４は、図１に示す表示装置の表示状態例を示す図である。なお、図２、３は、
３次元表示を行う際における表示状態例を示す図であり、図４は、２次元表示を行う際に
おける表示状態例を示す図である。
【００２５】
　図２に示す表示状態においては、複数の画素１００の一部が左目用表示（図中「Ｌ」と
付記）又は右目用表示（図中「Ｒ」と付記）を行い、残部が黒表示（図中「Ｋ」と付記）
を行う。具体的には、特定列に配設された複数の画素１００が左目用表示又は右目用表示
を行い、且つ当該特定列に隣接する列に配設された複数の画素１００が黒表示を行ってい
る。加えて、黒表示を行っている複数の画素１００が配設された列を間に挟んで、当該特
定列に近接する列に配設された複数の画素１００が、当該特定列に配設された複数の画素
１００において表示される左目又は右目用表示と逆側の目用の表示を行っている（当該特
定列に配設された複数の画素１００が左（右）目用表示を行っている場合には、黒表示を
行っている複数の画素１００が配設された列を間に挟んで、当該特定列に近接する列に配
設された複数の画素１００が右（左）目用表示を行っている）。
【００２６】
　さらに、図２に示す表示状態においては、電極２０１Ａ～２０１Ｃ、２０２Ａ～２０２
Ｃに対して遮光信号が入力され、電極２０３Ａ～２０３Ｃに対して透光信号が入力される
。これにより、シャッタパネル２０において、電極２０１Ａ～２０１Ｃ、２０２Ａ～２０
２Ｃが配設された領域と同一又は略同一の領域が遮光状態（図中、黒塗りの箇所）となり
、且つ電極２０３Ａ～２０３Ｃが配設された領域が透光状態（図中、中抜きの箇所）とな
る。
【００２７】
　図２に示す表示状態においては、電極２０１Ａ～２０１Ｃに遮光信号が入力されること
で形成される遮光領域によって、左目用表示を行っている画素１００が利用者の右目に視
認されることを防ぐと共に、電極２０２Ａ～２０２Ｃに遮光信号が入力されることで形成
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される遮光領域によって、右目用表示を行っている画素１００が利用者の左目に視認され
ることを防ぐことが可能である。さらに、図２に示す表示状態においては、左目用表示を
行っている画素１００と、右目用表示を行っている画素１００との間に黒表示を行ってい
る画素１００が存在する。よって、利用者の視点が変化した場合におけるクロストークの
発生を抑制することが可能である。
【００２８】
　図３に示す表示状態においては、図２に示す表示状態において黒表示を行う画素１００
が左目用表示又は右目用表示を行い、図２に示す表示状態において左目用表示又は右目用
表示を行う画素１００が黒表示を行う。なお、左目用表示を行う画素１００、右目用表示
を行う画素１００、及び黒表示を行う画素１００の相対的な位置関係は、図２に示す位置
関係と同様であるため、ここでは上述の説明を援用することとする。
【００２９】
　さらに、図３に示す表示状態においては、電極２０２Ａ～２０２Ｃ、２０３Ａ～２０３
Ｃに対して遮光信号が入力され、電極２０１Ａ～２０１Ｃに対して透光信号が入力される
。これにより、シャッタパネル２０において、電極２０２Ａ～２０２Ｃ、２０３Ａ～２０
３Ｃが配設された領域と同一又は略同一の領域が遮光状態となり、且つ電極２０１Ａ～２
０１Ｃが配設された領域が透光状態となる。
【００３０】
　図３に示す表示状態においては、電極２０２Ａ～２０２Ｃに遮光信号が入力されること
で形成される遮光領域によって、左目用表示を行っている画素１００が利用者の右目に視
認されることを防ぐと共に、電極２０３Ａ～２０３Ｃに遮光信号が入力されることで形成
される遮光領域によって、右目用表示を行っている画素１００が利用者の左目に視認され
ることを防ぐことが可能である。さらに、上記同様、クロストークの発生を抑制すること
が可能である。
【００３１】
　本実施の形態に示す表示装置においては、図２に示す表示状態又は図３に示す表示状態
において３次元表示を行うことでクロストークの発生を抑制することが可能である。また
、図２に示す表示状態及び図３に示す表示状態を併用することで、複数の画素の一部が所
望の色表示を行う期間と、残部が所望の色表示を行う期間とを同一又は略同一とすること
が可能である。よって、仮に画素１００において所望の色表示が行われる期間に応じて表
示が変化する場合であっても、所望の色表示を行う画素１００を適宜変更することによっ
て、画素１００において表示の変化が顕在化するまでの期間を長期化（長寿命化）するこ
とが可能である。また、このような場合における複数の画素間の表示のバラツキを低減す
ることが可能である。
【００３２】
　図４に示す表示状態においては、複数の画素１００の全てが両目用表示（図中「Ｂ」と
付記）を行う。さらに、図４に示す表示状態においては、電極２０１Ａ～２０１Ｃ、２０
２Ａ～２０２Ｃ、２０３Ａ～２０３Ｃの全てに対して透光信号が入力される。これにより
、シャッタパネル２０において、電極２０１Ａ～２０１Ｃ、２０２Ａ～２０２Ｃ、２０３
Ａ～２０３Ｃが配設された領域の全てが透光状態となる。
【００３３】
　図４に示す表示状態においては、視差バリアが形成されない。よって、本実施の形態に
示す表示装置においては、解像度を低下させることなく２次元表示を行うことが可能であ
る。
【００３４】
＜変形例＞
　上述した表示装置は、本発明の一態様であり、上述した表示装置と異なる構成を有する
表示装置も本発明には含まれる。
【００３５】
　例えば、図１（Ａ）に示す電極２０２Ａ～２０２Ｃを遮光層２１０Ａ～２１０Ｃに置換
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することが可能である（図５参照）。なお、遮光層２１０Ａ～２１０Ｃとは、入力信号に
よって透光状態又は遮光状態が選択されるものではなく、常に遮光性を示すものを指すこ
ととする。図５に示す表示装置であっても、図２に示す表示状態及び図３に示す表示状態
とすることが可能である。よって、図５に示す表示装置においては、クロストークの発生
を抑制すること、画素１００において表示の変化が顕在化するまでの期間を長期化（長寿
命化）すること、複数の画素間の表示のバラツキを低減することが可能である。
【００３６】
　また、図１（Ａ）に示すシャッタパネル２０において、電極２０３Ａと電極２０１Ｂの
間に電極２２０Ａを配設し、且つ電極２０３Ｂと電極２０１Ｃの間に電極２２０Ｂを配設
する構成とすることが可能である（図６参照）。なお、電極２２０Ａ、２２０Ｂは、透光
性を有する。図６に示す表示装置であっても、図２に示す表示状態及び図３に示す表示状
態とすることが可能である。さらに、当該表示装置においては、シャッタパネル２０とし
てノーマリーホワイト型パネルだけでなく液晶に印加される電圧が増加するほど透光率が
高くなるパネル（以下、ノーマリーブラック型パネルともいう）を適用することも可能で
ある。
【００３７】
（実施の形態２）
　本実施の形態では、実施の形態１とは異なる本発明の一態様に係る表示装置について図
７～図１１を参照して説明する。
【００３８】
＜表示装置の構成例＞
　図７（Ａ）は、本実施の形態の表示装置の構成例を示す図である。図７（Ａ）に示す表
示装置は、表示パネル１０と、シャッタパネル３０とを有する。さらに、シャッタパネル
３０は、平行又は略平行に配設された電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３
０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂと、平行又は略平行に配設された電極３２１Ａ、
３２１Ｂ、３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂとを有する。
なお、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、
３０４Ｂと、電極３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２
４Ａ、３２４Ｂとは直交又は略直交している。また、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ
～３０２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂ、３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ
、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂは、透光性を備える。また、図７
（Ａ）に示す表示パネル１０として、図１（Ａ）に示す表示パネル１０と同様のパネルを
適用することができる。
【００３９】
　図７（Ｂ）、（Ｃ）は、図７（Ａ）に示すシャッタパネル３０におけるＢ１－Ｂ２線の
近傍の平面（図７（Ｂ））及び断面（図７（Ｃ））の一例を示す図である。図７（Ｂ）、
（Ｃ）に示すシャッタパネル３０は、対向配置された基板３０５及び基板３０６と、基板
３０６に対向する基板３０５の一面上に配設された電極３０１Ｂ～３０４Ｂと、基板３０
５に対向する基板３０６の一面上に配設された電極３２４Ａ、３２１Ｂ、３２２Ｂと、電
極３０１Ｂ～３０４Ｂ及び電極３２４Ａ、３２１Ｂ、３２２Ｂの間に配設された液晶３０
０とを有する。なお、基板３０５、３０６は、透光性を備える。
【００４０】
　図７（Ａ）～（Ｃ）に示すシャッタパネル３０においては、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、
３０２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂ、３２１Ａ、３２１Ｂ、
３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂに入力される信号に応じ
て当該液晶に印加される電圧を制御することで視差バリアを形成する。具体的には、電極
３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂの
それぞれと、電極３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２
４Ａ、３２４Ｂのそれぞれとの間に存在する液晶の配向を電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０
２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂ、３２１Ａ、３２１Ｂ、３２
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２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂのそれぞれに入力される信号
に応じて制御する。
【００４１】
　なお、シャッタパネル３０として、ノーマリーホワイト型パネル又はノーマリーブラッ
ク型パネルを適用することが可能である。ここでは、ノーマリーホワイト型パネルを適用
することとする。また、当該信号としては、遮光信号と透光信号があることとする。そし
て、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３
０４Ｂのいずれか一に遮光信号が入力され、且つ電極３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ、３
２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂのいずれか一に遮光信号が入力された
場合に、前者と後者が重畳する領域が遮光状態となることとする。また、当該前者と当該
後者の少なくとも一方に透光信号が入力された場合に、当該前者と当該後者が重畳する領
域が透光状態となることとする。
【００４２】
　さらに、電極３０１Ａ～３０１Ｃには、共通の信号が入力されることとする。また、電
極３０２Ａ～３０２Ｃには、共通の信号が入力されることとする。また、電極３０３Ａ～
３０３Ｃには、共通の信号が入力されることとする。また、電極３０４Ａ、３０４Ｂには
、共通の信号が入力されることとする。また、電極３２１Ａ、３２１Ｂには、共通の信号
が入力されることとする。また、電極３２２Ａ、３２２Ｂには、共通の信号が入力される
こととする。また、電極３２３Ａ、３２３Ｂには、共通の信号が入力されることとする。
また、電極３２４Ａ、３２４Ｂには、共通の信号が入力されることとする。
【００４３】
＜表示状態例＞
　図８～図１１は、図７に示す表示装置において３次元表示を行う際の表示状態例を示す
図である。なお、図８、９と図１０、１１では、利用者が当該表示装置を利用する向きが
異なる。すなわち、図８、９に示す表示状態例は、直方体形状の表示装置の長辺方向に両
眼視差が存在する場合の表示状態例であり、図１０、１１に示す表示状態例は、当該表示
装置の短辺方向に両眼視差が存在する場合の表示状態例である。
【００４４】
　図８に示す表示状態においては、表示パネル１０が図２に示す表示状態と同様の表示を
行っている。よって、ここでは、上述の説明を援用することとする。
【００４５】
　さらに、図８に示す表示状態においては、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０２
Ｃ、３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４
Ｂに対して遮光信号が入力され、電極３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂに対して
透光信号が入力される。これにより、シャッタパネル２０において、電極３０１Ａ～３０
１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃのそれぞれと、電極３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ、３２２Ｂ
、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂのそれぞれとが重畳する領域が遮光状態とな
り、電極３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂのそれぞれと、電極３２１Ａ、３２１
Ｂ、３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂのそれぞれとが重畳
する領域が透光状態となる。
【００４６】
　図８に示す表示状態においては、電極３０１Ａ～３０１Ｃと、電極３２１Ａ、３２１Ｂ
、３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂとが重畳する領域が遮
光状態となることによって、左目用表示を行っている画素１００が利用者の右目に視認さ
れることを防ぐと共に、電極３０２Ａ～３０２Ｃと、電極３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ
、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂとが重畳する領域が遮光状態とな
ることによって、右目用表示を行っている画素１００が利用者の左目に視認されることを
防ぐことが可能である。さらに、図８に示す表示状態においては、左目用表示を行ってい
る画素１００と、右目用表示を行っている画素１００との間に黒表示を行っている画素１
００が存在する。よって、利用者の視点が変化した場合におけるクロストークの発生を抑
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制することが可能である。
【００４７】
　図９に示す表示状態においては、図８に示す表示状態において黒表示を行う画素１００
が左目用表示又は右目用表示を行い、図８に示す表示状態において左目用表示又は右目用
表示を行う画素１００が黒表示を行う。なお、左目用表示を行う画素１００、右目用表示
を行う画素１００、及び黒表示を行う画素１００の相対的な位置関係は、図８に示す位置
関係と同様である。
【００４８】
　さらに、図９に示す表示状態においては、電極３０２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３０３
Ｃ、３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４
Ｂに対して遮光信号が入力され、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂに対して
透光信号が入力される。これにより、シャッタパネル２０において、電極３０２Ａ～３０
２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃのそれぞれと、電極３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ、３２２Ｂ
、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂのそれぞれとが重畳する領域が遮光状態とな
り、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂのそれぞれと、電極３２１Ａ、３２１
Ｂ、３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂのそれぞれとが重畳
する領域が透光状態となる。
【００４９】
　図９に示す表示状態においては、電極３０２Ａ～３０２Ｃと、電極３２１Ａ、３２１Ｂ
、３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂとが重畳する領域が遮
光状態となることによって、左目用表示を行っている画素１００が利用者の右目に視認さ
れることを防ぐと共に、電極３０３Ａ～３０３Ｃと、電極３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ
、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂとが重畳する領域が遮光状態とな
ることによって、右目用表示を行っている画素１００が利用者の左目に視認されることを
防ぐことが可能である。さらに、上記同様、クロストークの発生を抑制することが可能で
ある。
【００５０】
　本実施の形態に示す表示装置においては、図８に示す表示状態又は図９に示す表示状態
において３次元表示を行うことでクロストークの発生を抑制することが可能である。また
、図８に示す表示状態及び図９に示す表示状態を併用することで、複数の画素の一部が所
望の色表示を行う期間と、残部が所望の色表示を行う期間とを同一又は略同一とすること
が可能である。よって、仮に画素１００において所望の色表示が行われる期間に応じて表
示が変化する場合があっても、所望の色表示を行う画素１００を適宜変更することによっ
て、画素１００において表示の変化が顕在化するまでの期間を長期化（長寿命化）するこ
とが可能である。また、当該場合であっても、複数の画素間の表示のバラツキを低減する
ことが可能である。
【００５１】
　図１０に示す表示状態においては、複数の画素１００の一部が左目用表示又は右目用表
示を行い、残部が黒表示を行う。具体的には、特定行に配設された複数の画素１００が左
目用表示又は右目用表示を行い、且つ当該特定行に隣接する行に配設された複数の画素１
００が黒表示を行っている。加えて、黒表示を行っている複数の画素１００が配設された
行を間に挟んで、当該特定行に近接する行に配設された複数の画素１００が、当該特定行
に配設された複数の画素１００において表示される左目又は右目用表示と逆側の目用の表
示を行っている（当該特定行に配設された複数の画素１００が左（右）目用表示を行って
いる場合には、黒表示を行っている複数の画素１００が配設された行を間に挟んで、当該
特定行に近接する行に配設された複数の画素１００が右（左）目用表示を行っている）。
【００５２】
　さらに、図１０に示す表示状態においては、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０
２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂ、３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ、３２
２Ｂに対して遮光信号が入力され、電極３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂに対し
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て透光信号が入力される。これにより、シャッタパネル２０において、電極３０１Ａ～３
０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂのそれぞれと、
電極３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ、３２２Ｂのそれぞれとが重畳する領域が遮光状態と
なり、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、
３０４Ｂのそれぞれと、電極３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂのそれぞれとが重
畳する領域が透光状態となる。
【００５３】
　図１０に示す表示状態においては、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３
０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂと、電極３２１Ａ、３２１Ｂとが重畳する領域が
遮光状態となることによって、左目用表示を行っている画素１００が利用者の右目に視認
されることを防ぐと共に、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３
０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂと、電極３２２Ａ、３２２Ｂとが重畳する領域が遮光状態と
なることによって、右目用表示を行っている画素１００が利用者の左目に視認されること
を防ぐことが可能である。さらに、上記同様、クロストークの発生を抑制することが可能
である。
【００５４】
　図１１に示す表示状態においては、図１０に示す表示状態において黒表示を行う画素１
００の一部が左目用表示又は右目用表示を行い、図１０に示す表示状態において左目用表
示又は右目用表示を行う画素１００が黒表示を行う。なお、左目用表示を行う画素１００
、右目用表示を行う画素１００、及び黒表示を行う画素１００の相対的な位置関係は、図
１０に示す位置関係と同様である。
【００５５】
　さらに、図１１に示す表示状態においては、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０
２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂ、３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２
３Ｂに対して遮光信号が入力され、電極３２１Ａ、３２１Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂに対し
て透光信号が入力される。これにより、シャッタパネル２０において、電極３０１Ａ～３
０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂのそれぞれと、
電極３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂのそれぞれとが重畳する領域が遮光状態と
なり、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、
３０４Ｂのそれぞれと、電極３２１Ａ、３２１Ｂ、３２４Ａ、３２４Ｂのそれぞれとが重
畳する領域が透光状態となる。
【００５６】
　図１１に示す表示状態においては、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３
０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂと、電極３２２Ａ、３２２Ｂとが重畳する領域が
遮光状態となることによって、左目用表示を行っている画素１００が利用者の右目に視認
されることを防ぐと共に、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３
０３Ｃ、３０４Ａ、３０４Ｂと、電極３２３Ａ、３２３Ｂとが重畳する領域が遮光状態と
なることによって、右目用表示を行っている画素１００が利用者の左目に視認されること
を防ぐことが可能である。さらに、上記同様、クロストークの発生を抑制することが可能
である。
【００５７】
　本実施の形態の表示装置においては、表示装置と利用者の相対的な位置関係が変化した
場合であっても当該表示装置において３次元表示を行うことが可能である。よって、本実
施の形態の表示装置は、利便性に優れる。
【００５８】
　また、本実施の形態に示す表示装置において、図４に示すように２次元表示を行うこと
も可能である。具体的には、複数の画素１００の全てにおいて両目用表示を行うとともに
、電極３０１Ａ～３０１Ｃ、３０２Ａ～３０２Ｃ、３０３Ａ～３０３Ｃ、３０４Ａ、３０
４Ｂ、３２１Ａ、３２１Ｂ、３２２Ａ、３２２Ｂ、３２３Ａ、３２３Ｂ、３２４Ａ、３２
４Ｂの全てに対して透光信号が入力すればよい。
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【実施例】
【００５９】
　本発明の一態様に係る表示装置を用いることができる電子機器として、携帯電話、携帯
型ゲーム機、携帯情報端末、電子書籍、ビデオカメラ、デジタルスチルカメラなどが挙げ
られる。以下では、これら電子機器の具体例について図１２を参照して説明する。
【００６０】
　図１２（Ａ）は携帯型ゲーム機であり、筐体５００１、筐体５００２、表示部５００３
、表示部５００４、マイクロホン５００５、スピーカー５００６、操作キー５００７、ス
タイラス５００８等を有する。本発明の一態様に係る表示装置は、表示部５００３または
表示部５００４に用いることができる。表示部５００３または表示部５００４に本発明の
一態様に係る表示装置を用いることで、利便性に優れた３次元画像の表示を行うことがで
きる携帯型ゲーム機を提供することができる。なお、図１２（Ａ）に示した携帯型ゲーム
機は、２つの表示部５００３と表示部５００４とを有しているが、携帯型ゲーム機が有す
る表示部の数は、これに限定されない。
【００６１】
　図１２（Ｂ）は携帯情報端末であり、筐体５４０１、表示部５４０２、操作キー５４０
３等を有する。本発明の一態様に係る表示装置は、表示部５４０２に用いることができる
。表示部５４０２に本発明の一態様に係る表示装置を用いることで、利便性に優れた３次
元画像の表示を行うことができる携帯情報端末を提供することができる。
【符号の説明】
【００６２】
１０　　　　　表示パネル
２０　　　　　シャッタパネル
３０　　　　　シャッタパネル
１００　　　　画素
２００　　　　液晶
２０１Ａ　　　電極
２０１Ｂ　　　電極
２０１Ｃ　　　電極
２０２Ａ　　　電極
２０２Ｂ　　　電極
２０２Ｃ　　　電極
２０３Ａ　　　電極
２０３Ｂ　　　電極
２０３Ｃ　　　電極
２０４　　　　電極
２０５　　　　基板
２０６　　　　基板
２１０Ａ　　　遮光層
２１０Ｂ　　　遮光層
２１０Ｃ　　　遮光層
２２０Ａ　　　電極
２２０Ｂ　　　電極
３００　　　　液晶
３０１Ａ　　　電極
３０１Ｂ　　　電極
３０１Ｃ　　　電極
３０２Ａ　　　電極
３０２Ｂ　　　電極
３０２Ｃ　　　電極



(12) JP 6137790 B2 2017.5.31

10

20

３０３Ａ　　　電極
３０３Ｂ　　　電極
３０３Ｃ　　　電極
３０４Ａ　　　電極
３０４Ｂ　　　電極
３０５　　　　基板
３０６　　　　基板
３２１Ａ　　　電極
３２１Ｂ　　　電極
３２２Ａ　　　電極
３２２Ｂ　　　電極
３２３Ａ　　　電極
３２３Ｂ　　　電極
３２４Ａ　　　電極
３２４Ｂ　　　電極
５００１　　　筐体
５００２　　　筐体
５００３　　　表示部
５００４　　　表示部
５００５　　　マイクロホン
５００６　　　スピーカー
５００７　　　操作キー
５００８　　　スタイラス
５４０１　　　筐体
５４０２　　　表示部
５４０３　　　操作キー
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